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取扱説明書・設置工事説明書

屋外用

ＬＰＧ用

ＴＲ－２０１７Ｒ

テラスト

このたびは、シルクルーム屋外用スマートかがり火「テラスト　」を、お買い上げ頂きまして

ありがとうございます。

ご使用前にこの取扱説明書・設置工事説明書をよく読みいただき、正しくお使いください。

お読みになったあとは、いつでも取り出せるところに、大切に保管してください。

Ｒ



－１－

安全に正しく使用していただくために、必ずお読みください。

ここに示した注意事項と絵表示は、機器を安全に使用していただき、お客様や他の人々への危

害、財産への損害を未然に防止するものです。必ずお守りください。

安全上のご注意（必ずお守りください）

誤った取り扱いや設置により生じる危害・損害の程度を以下のように区分しています。

危険
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、「使用者が死亡または重傷を負

う危険」が切迫して生じる場合が想定される事を表しています。

警告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、「使用者が死亡または重傷を負

う可能性」が想定される事を表しています。

注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、「使用者が障害を負う可能性」

および「物的損害の発生」が想定される場合を表しています。

表示と意味

ガスの確認

山岡金属工業株式会社
００．００－００００００

例：ＬＰガスの場合

ガス消費量
ＬＰガス用

屋外式

品番：ＴＲ－２０１７Ｒ

形式名：ＴＲ－２０１７Ｒ

６．３０ｋＷ

一般の注意 火災注意

一般の禁止

必ず行う

触手禁止

これらの絵表示は、気をつけていただきたい「注意

換気」内容です。

これらの絵表示は、してはいけない「禁止」内容で

す。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容

です。

絵表示には次のような意味があります。

危険

禁止

必ず行う

ガス漏れ

■ガス漏れの処置

ガス漏れに気付いたときは次の処置が終わるまで
の間、絶対に火をつけたり電気器具（換気扇その
他）のスイッチの入・切や電源プラグの抜き差し
及び周辺の電話を使用しない。

１.すぐに使用をやめ、機器の器具栓とガスの元栓を
　 閉じる。
２.お買い上げの販売店またはガス事業者に連絡し
　 点検を受けるまで使用しない。

炎や火花で引火し爆発事故を起こすことがあります。

警告

■使用ガス

ボンベケース後面又は器具栓つまみ横に貼付されて

いる形式銘板を必ず確認し、表示されているガス

（ガスグループ）を使用する。

・転居および設置場所を変更したときも、供給ガス

　の種類が形式銘板の表示と一致しているか、必ず

　確認してください。

・表示と異なったガスを使用すると、不完全燃焼に

　より一酸化炭素中毒になったり、爆発着火でやけ

　どすることがあります。また、故障の原因にもな

　ります。

・供給ガスがわからない場合は、お買上げの販売店

　またはガス事業者に連絡してください。



－２－

警告

安全上のご注意（必ずお守りください）

機器の上やまわりには、燃えやすいも

のを置かない。また、可燃性（新聞

紙、紙袋、洗濯物など）や引火性（エ

アゾール缶など）を機器に近づけない。

焦げたり燃えたりして、

爆発や火災の原因とな

ります。 禁止禁止

■火災予防 ■火災予防

機器の周辺では、スプレー、ガソリン、ベンジン
など引火のおそれのあるもを使用したり置いたり、
スプレー缶（殺虫剤、ヘアースプレー、カセット
コンロ用ボンベなど）を使用したり置いたりしな
い。

引火して火災のおそれ、
熱でスプレー缶の圧力が
上がり、爆発のおそれが
あります。

■異常時の処置

必ず行う

使用中に異常な燃焼・臭気・異常音・異常な温度が感じられたときや、地震・火

災など緊急の場合は、ただちに使用を中止し、機器の器具栓およびガスの元栓を

閉じて使用を中止する。

そのままにしておくと、爆発や火災の原因になります。異常を感じたときは、

「故障かな？と思ったら」（８ページ）を参照してください。。

■火災予防 ■火災予防

禁止

以上

以上
１００ｃｍ

１００ｃｍ
以上
１００ｃｍ

必ず行う

設置や移動の際、壁

など可燃物の部分か

ら十分離し、右図寸

法を(トッププレート

からの寸法)守って設

置する。

火のついたまま動かさない。

・ガスホース等が折れたりして、

　ガス漏れ　や異常燃焼の原因となります。

・器具が転倒すると、やけどや火災のおそ

　れがあります。

※ガスホース：正式には「継手金具付燃焼

器用ホース」ですが、以下「ガスホース等」

と記載します。

■ガス事故防止

必ず行う

■ガス事故防止

禁止

ガス配管・接続工事の中には、

有資格者の実施を義務付けられて

いるものがありますのでＬＰガス

業者にご依頼下さい。接続に必要な部品は

付属しておりませんのでＬＰガス業者に

相談の上お客様でご準備下さい。

ガスホース等は、薬品

や洗剤で洗わない。

薬品・洗剤等がかかったまま使用を続ける

と、ホース等が腐食・破損するおそれがあ

ります。

■ガス事故防止 ■ガス事故防止

禁止

異常に強い雨や風のときは

使用しない。

雨や風の影響でガスの立消え等、不具合が

起こり危険です。

禁止

ガスホース等を故意に曲げ

ない。

曲げを繰り返すと、ホースが劣化してガス

漏れ事故を起す可能性があります。

子供だけで使わせたり、幼いお子様にはさわらせないでください。
やけどやけがをするおそれがあります。

禁止

使用上の注意

ガ
ソ
リ
ン



－３－

安全上のご注意（必ずお守りください）

[お願い]

・使用時の点火や使用後の消火だけでなく、使用中も正常燃焼しているかときどき確かめてください。

・使用後は、消火を確かめ、ガスの元栓を必ず閉めてください。

警告

必ず行う 禁止

■使用上のご注意 ■使用上のご注意

点火操作をしても点火しない場合は操作ツマ
ミを「閉」まで戻して、周囲のガスがなく
なってから再度点火操作をする。

すぐに点火操作をすると周囲のガスに着火
して、爆発着火や、やけどをする恐れがあ
ります。

一酸化炭素中毒などによる死亡事故のおそ
れがあります。
また、ガス漏れや火災の原因になします。

お手入れする部品以外は、絶対に分解した
り修理や改造は行わないでください。

禁止

■使用上のご注意

禁止

■使用上のご注意

屋　内

ＬＰガス容器（ボンベ）を保管
する場合は、直射日光・火気を
避け風通しの良い屋外に保管する。

ガス容器の内圧が上がり、爆発するおそれ
があります。容器の保管については、ＬＰ
ガス業者の指示に従ってください。

禁止

■使用上のご注意

ＬＰガス容器（ボンベ）はボンベ
ケースに入れて使用する。

転倒・転落するとガス漏れの原因となり
ます。

禁止 禁止

■使用上のご注意■使用上のご注意

機器を覆ってしまうような
補助具は使用しない。

不完全燃焼や過熱による焼損、または火災
の危険があります。

ウェイト（おもり）を必ず
入れて使用してください。

機器が転倒したり、やけどをする危険があ
ります。

注意

■使用上のご注意

接触禁止

■使用上のご注意

機器によじ登ったり、ぶら下が
ったりしないように注意する

機器の転倒および機器からすべり落ちるな
どして、けがをするおそれがあります。ま
た機器の故障ややけどのおそれがあります。

■使用上のご注意

火災の原因になります。

不安定な場所や可燃物の上に設置しないで
ください。

■使用上のご注意

衣類の乾燥などに使用しない。

衣類が落下して火災になったり思わぬ事故
につながります

禁止

禁止

屋内や暖房以外の用途には使用
しない。

・本機器は屋外用です。
・他の用途に使用すると、過熱、異常燃焼
　による焼損や火災の原因になります。

禁止

使用中や使用直後は高温部
に触れない。
ガラス管、化粧管、トッププレート
とその周辺、上部プレートとその周辺は熱く
なっています。特に小さい子供がいる場合は
やけどに注意してください。



－４－

各部の名称と仕様

Ｎｏ． は　　　た　　　ら　　　き

１

付属品

部　品　名　称 数

開閉方法

①

③

④②

開ける

①上へあげます。

②下部を手前に

　引き外します。

閉める

③上にはめ込み

　ます。

④下におろします。

各１

ボンベベース

４

５

６

７

８

９

10

11

12

２

３

ガラス管 １

Ａ：ガラス管を保持する部品。Ｂ：排気熱を周囲に放射し、雨の浸入を

防ぐ部品です。Ｃ：上部への熱を抑え雨の侵入を防ぐ部品です。

バーナＡｓｓｙ

燃焼補助筒

１

１

ガスと空気を混合して、安定した炎を出す部品です。

化粧管 １

１ガラス管受 ガラス管及び燃焼補助筒を受ける部品です。

風による立消えを防ぐと共に、ガラス管の保持する部品です。

形式銘板 １ 製品番号、型式番号、ガス種、消費量等を表示

13

14

ボンベケース

カムロック

電池ケース

単二乾電池

１

１

１

１ 単二乾電池を収納するケース

ＬＰガスの機器の場合ボンベを収納する部分

ボンベケースの鍵

器具栓つまみ

操作扉

１

１

点火、消火の操作を行います。

点火、消火の操作を行う器具栓つまみのフタです。

１柵 ガラス管、化粧管の保護とやけどや火災防止

①上部プレートＣ

上部プレート

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ｂ

Ａ

②ガラス管（内部）

⑦柵

⑨操作扉

⑭形式銘板（後側）

支柱

⑬カムロック

⑫ボンベケース

１１５ センサーファスナー お手入れ側の柵、簡単に外れないようにする部品

⑮
センサー
ファスナー

ガス取入れ口

サーモカップル

②ガラス管
③ガラス管受

⑤燃焼
　補助筒

⑥バーナ
　Ａｓｓｙ

④化粧管

⑩電池ケース

⑪単二乾電池（内部）

⑧器具栓つまみ

炎を伸ばす部品です。（消耗品）

バーナへの点火用電源。（消耗品）

風による立消えを防ぐと共に、炎を見せる部分です。（取扱注意）

⑭形式銘板



－５－

仕様

消耗品（保証期間内であっても有料となる部品です）

製　　品　　名

型　式　番　号

種　　　　類

安　全　装　置 立消え安全装置、　転倒時自動消火装置

点　火　方　式 連続放電点火方式

電　　　　源 単二乾電池１個（付属品）

■　仕様表

屋外式ストーブ　※1

ＴＲ－２０１７Ｒ

テラスト Ｒ

ガラス管、燃焼補助筒、単二乾電池、

設置について

必ず行う

■　仕様表（ガス）

外形寸法（mm）

質　　量（kg）

■設置場所について ■設置場所について
　水平な場所に設置する。

　不安定なところや傾いた場

　所に設置すると、機器が転

　倒したり、やけどやけがを

　する危険があります。

■設置場所について
　強い風の吹き込む所をさけ

　る。

　風で吹き消されたりする場

　合があります。

　軒下などの場所は避ける。

　火災になることがあります。

必ず行う

必ず行う必ず行う

１時間当たりのガス消費量

使用ガス ＬＰガス

※１　液石法に基づく「液化石油ガス器具の技術上の基準等に関する省令」により、屋外式ストーブに
区分されています。

約７０ｋｇ

６.３０ｋＷ （０.４５ｋｇ/ｈ）

約２２時間ＴＲ－２０１７Ｒ（１０kgボンベ使用時）燃焼時間

ガス接続口 Ｒ１／２　

■機器の設置及びガス配管について詳しくは、Ｐ１０から始まる「設置工事説明書」

　に記載しています。　ガス配管・接続工事の中には、有資格者の実施を義務付け

　られているものがありますのでＬＰガス業者にご依頼下さい。接続に必要な

　部品は、付属しておりませんのでＬＰガス業者に相談の上お客様でご準備下さい。

全高２１８７　　幅φ６００
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ご使用方法

雨

■使用上のご注意 ■使用上のご注意

機器によじ登ったり、ぶら下が
ったりしないように注意する

機器の転倒および機器からすべり落ちるな
どして、けがをするおそれがあります。ま
た機器の故障ややけどのおそれがあります。

接触禁止 禁止高温注意

■使用上のご注意

器具栓つまみを押しながら「消火」までゆっくり回し、消火した事を確認する。

消火

点火

押す

器具栓つまみ

■使用前に

＋
－

単二乾電池

※乾電池入替方法
電池ケース本体・装着品がもれなく確実に装着されているかを確認して

　ください。（部品等の取付は、Ｐ１５を参照）
・機器および機器周辺を確認してください。
（スプレー缶や燃えやすいものが無い事の確認）
・乾電池の取付けかた。（右図）
　〈詳細は、Ｐ１５を参照〉 電池ケースふた

■ 点火のしかた（方法）

■ 消火のしかた（方法）

１ プロパンガスボンベの元バルブをあける。
２ 器具栓つまみ（器具の元栓）を押しながら
　 左へ止まるまでゆっくり回すと「チッチッチッ」
　 という音とともに点火します。

・最初にお使いになるときや移動して配管をやり直した際、ガスの配管内に空気が入っている
　ため、点火しにくいことがあります。その場合は２～３回点火操作を行ってください。
・点火の際や使用中に《ゴーゴー》音を立てて燃える現象が起きたときは一旦ツマミを「消火」
　にしてから再点火してください。
・使用中、消火してすぐに点火操作を行いますと、異常な音（ゴーと音）をたてて燃焼するこ
　とがあります。その場合は、しばらく時間をおいてから再点火してください。
・使用中も正常燃焼しているかときどきたしかめてください。
・はじめて使用されたとき、煙やにおいが出る場合がありますが加工上
　部品に付着している油脂などが焼けるためで異常ではありません。
・ガラス管の内側で燃焼しているため、白く汚れてきますが
　異常ではありません。汚れがひどい場合は柔らかい布を濡ら
　しよくしぼってから拭くか落ちない場合は洗浄して下さい。
・燃焼時は上部プレートが非常に熱くなっています。急に雨が
　降ってきた場合は、水がはねてやけどする事がありますので、
　ただちに使用をやめてください。消火後もしばらくは、
　機器より半径１ｍ以内には近寄らないでください。
・点火・消火直後「キンキン」金属の伸縮音がしますが、異常
　ではありません。
・電池交換時で点火音（チッチッチッ）が弱いまたはしない
　場合は、一度電池を入れなおし電池ケースフタを確実に閉
　めてください。
・昼間の明るい時は炎の黄炎色が弱く感じますが、異常では
　ありません。

バーナへ点火したことを確認し、器具栓つまみをその
ままの位置で約１５秒間保持して手を離してください。
再度バーナへの着火を確認してください
※周囲が明るいときは、火炎が見えにくいことがあります。

使用中や使用直後は高温部
に触れない。

ガラス管、化粧管、トッププレートとその
周辺、上部プレートとその周辺は熱くなっ
ています。特に小さい子供がいる場合は、
やけどに注意してください。



－７－

日常の点検・お手入れのしかた

ガス漏れ事故や機器の故障・劣化などによる異常発生を未然に防ぎ、機器の性能を維持させる

ためにも、日常点検および定期清掃は必ず行って下さい。

長期間使用しない場合

長期間ご使用されない場合は、乾電池を取り外した後各部を清掃し、ガスの元栓を閉じて保管し
てください。

点検・お手入れ後は、ねじの締め忘れがないか必ず
確認してください。

・バーナおよびその周辺の汚れは不完全燃焼の原因
　になりますので、ときどき点検してください。
・バーナの炎口にほこりなどが詰まっているときは
　金ブラシ等で清掃してください。
・サーモカップルの先端の汚れがひどいときは、
　歯ブラシ等で清掃して下さい
・燃焼部内へのいぶつの混入がないか確認してくだ
　さい。

サーモカップルおよびバーナ、燃焼補助筒の

点検・お手入れの手順

・日常の点検・お手入れは、必ず行って下さい。
・故障または破損したと思われるものは、使用しないで下さい。
・不完全な修理は危険です。万一具合が悪くなって処置に困るような場合は、お買い上げになっ
　た販売店にご相談下さい。
・点検・お手入れの際には必ずガスの元栓を閉じ、機器が冷えてから行ってください。
・安全装置やガス通路部分は、絶対に分解しないでください。
・お手入れの際には指先に十分注意して下さい。ケガを防ぐためにも手袋をはめて行うことをお
　すすめします。

■ 各部のねじ、ナット等のゆるみがない

　 かお確かめください。
■燃焼部の点検・お手入れ

①バーナまたはサーモカップルの点検お手入
　れするときは、化粧管をガラス管が見えるまで
　上げてガラス管を持ち、化粧管と一緒にガラス
　管を抜きとります。この時ガラス管と化粧管が
　触れていますので丁寧に取扱ってください。
②バーナの炎孔にゴミの付着、汚れているときは、
　バーナをブラシ等で清掃します。
③点火プラグ・サーモカップルがひどく汚れて
　着火しにくいときは、歯ブラシ等で清掃して下
　さい。
注：取付位置を動かしたり、キズをつけないでくだ
　　さい。点火不良や故障の原因になります。
④燃焼補助筒は歯ブラシ等で清掃して下さい。
　又、亀裂や溶接外れ、やせて穴がつながった
　りしている場合は、交換して下さい。

■機器の設置場所
・機器周辺に可燃物、障害物などがないか注意してください。
・機器が水平で丈夫な場所に設置されているか確認してください。
■ガス漏れの点検
・ガスホース等に亀裂が生じていたり、腐食・破損がないか点検してください。これらの異常が
　見られたり、ガス臭い場合はすぐに使用をやめ、販売店またはガス事業者に連絡してください。
■ガラス管の点検・お手入れ
・ガラス管の取扱いには十分注意して下さい。テラストに使用しているガラスは石英ガラスを使
　用しています手垢、油汚れ等付いたまま使用すると割れの原因になりやすいのでやわらかい布
　で拭いたり、スポンジ等で洗浄して下さい。又、ヒビや欠けが無いか点検してください。
　ひびや欠けの異常が見られたら使用をやめ、新品と交換してください。

柵（平）

燃焼
補助筒

ガラス管

点火
プラグ

サーモ
カップル

バーナ
Ａｓｓｙ

化粧管

ガスケット
（折れやすい
ので取扱い注意）

爪を曲げて
固定
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故障かなと思ったら

処　　置　　方　　法

ガ
ス
の
臭
い
が
す
る

放
電
し
な
い

点
火
し
な
い
・
し
に
く
い

着
火
・
火
移
り
し
に
く
い

炎
が
飛
ぶ
よ
う
に
燃
え
る

使
用
中
に
炎
が
消
え
る

炎
が
安
定
し
な
い

炎
が
異
常
に
大
き
い

炎
が
異
常
に
小
さ
い

現　象

修理を依頼される前に、以下の表をご覧になり処置してください

直らない時や、部品の交換などを要する場合は、ただちに使用を中止し、お買い上げの

販売店にご連絡ください。

炎
が
黄
火
で
燃
え
な
い

転倒時自動消火装置

立消え安全装置

■ 安全装置について

異
常
な
音
を
た
て
て
燃
え
る

原　因

ただちに使用をやめ、販売店
またはガス事業者に連絡する

ガスホース等の劣化

ガス元栓の開き忘れ

ガス元栓の開きが不十分
ガス元栓を全開にする

ＬＰガスがなくなりかけている 新しいボンベと交換する

配管の折れ曲がり、つぶれ 折れ曲がり、つぶれを直す

乾電池の消耗・取付の不具合 電池の交換・正しく取り付ける

配管中に空気が残っている 点火操作を繰り返す

バーナを正しく取り付けるバーナの取り付けが悪い

バーナの炎口を清掃するバーナの炎口が詰まっている

器具栓ツマミを一度「閉」に戻
してから再び点火操作を行う

器具栓ツマミの開き不足

正しい点火操作を行う点火操作が適切でない

銘板表示のガスと使用ガス
の不一致

ただちに使用をやめ、販売店
に連絡し使用ガスに合った機
器と交換

つ
ま
み
よ
り
手
を
離
す
と
消
火
す
る

サーモカップル先端の汚れ Ｐ７日常点検とお手入れのしか
た参照

下記「安全装置について」を
参照転倒時自動消火装置

立消え安全装置

コック（器具栓）の故障

販売店に点検・修理・部品交換
を依頼する

電池ケースの故障

点火装置の故障

販売店に点検を依頼する点火用リード線の外れ

燃焼補助筒の装着忘れ 正しく取り付ける

炎の状態を監視し、万一火が消えた場合にガス通路を遮断します。作動後は、器具栓つまみを
「消火」の位置に回して消火し、６ページの操作手順に従って点火してください。

機器が転倒したり傾いたとき、自動的にガスの供給を遮断します。作動後は消火そうさを行っ
て、ガスの元栓を閉じてください。機器本体を水平に戻し、６ページの操作手順に従って点火
してください。
※設置場所によって振動や、機器にぶつかったりした場合消火することがあります。
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■　サービス（点検・修理など）を依頼される前に

・　サービスを依頼する前に８ページの「故障かなと思ったら」の項でもう一度確認の上、

　　それでも不具合な場合あるいはご不明な場合は、ご自分で修理をなさらないでお買い

　　上げの販売店にご連絡下さい。

・　アフターサービスをお申し付けのときは、次のことをお知らせ下さい。

　　①　製品名・製品番号・ガス種（ガス点火つまみの反対側に貼付）

　　②　住所・氏名・電話番号・道順

　　③　現象（できるだけ詳しく）

　　④　製品購入日・訪問希望日

■　保証について

・　設置場所の変更によってガスの種類が変わる場合があります。工事や調整には専門の

　　技術が必要になりますので、必ず当社か、お買い上げの販売店、または転居先のガス

　　事業者にご連絡ください。

　　なおこの場合に要する費用は有償になります。

■　消耗品について

■　保証について

・　「正常なご使用状態」において、しかも「製造上の責任」により発生した機器の故障に

　　かぎり、お買い上げ日より「１ケ年無償修理」といたします。

　　ただし次の場合は保証期間中でも「有償修理」といたします。

　　①　誤った使い方をされたときの故障　　　　②　移動によって生じた損傷・故障

　　③　改造された場合の故障　　　　　　　　　④　天災による損傷・故障

　※修理によって機能が維持できるときは、お客様のご希望により有料で修理いたします。

アフターサービスについて

本　　社／〒５７０-８５８５　大阪府守口市東郷通り２丁目７番３０号
　　　　　ＴＥＬ.(０６)６９９６-２３５１　ＦＡＸ.(０６)６９９７-３０４５
東京支店／〒１０１-００５２　東京都千代田区神田小川町１-６-４　新福神ビル９階
　　　　　ＴＥＬ.(０３)３２５５-６７５５　ＦＡＸ.(０３)３２５５-６７２２

■　連絡先

■　補修用性能部品の最低保有期間について

・　この屋外用ストーブ「テラスト　」の補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち

　　切り後５年です。

Ｒ

・　消耗品（下記の物）は、保証期間中でも有料です。

　　単二乾電池、ガラス管、燃焼補助筒

・　この屋外用ストーブ「テラスト　」をお使いになった上で、なに不明な点や

    不具合な点がございましたら、お買い求めになった販売店か当社へ連絡して下さい。

Ｒ
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ＬＰガスを供給される方へのお願い

この機器にＬＰガスを質量販売する場合、屋外にて移動して
使用される消費設備に該当し、ボンベの接続義務、容量制限は
ありませんが、お客様の安全のために、業者様でボンベ交換
されますようお願いします。

設置工事説明書

工事される方へのお願い

この機器を安全に正しくご使用いただくために設置工事説明書

をよくお読みになり、指定された工事を行って下さい。

この設置工事説明書は取扱説明書と共に必ずお客様にお渡し下

さい。

● 設置後の点検確認・試点火及び試運転１７

● ガス配管工事・ガス配管接続工事・・１６

● 機器の組立て・・・・・・・・・・・１５

● 機器の設置・・・・・・・・・・・・１４

● 開梱・・・・・・・・・・・・・・・１３

● 設置前のご注意・・・・・・・・・・１１

目　次

屋外用　　　　　テラスト Ｒ
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機器を安全に正しく設置工事していただくためや、設置工事業者や使用者への危害や財産への

損害を未然に防止するためにこの説明書では、いろいろな絵表示をしています。その表示と意

味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

警告
この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合

によって使用者が死亡、重傷を負う可能性、または火災の可能性が想定される内

容を示しています。

注意
この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合

によって使用者が傷害を負う可能性や物的損害のみの発生が想定される内容をし

めしています。

絵表示について次のような意味があります。

一般的な注意 一般的な禁止 必ず行う

■お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。

■お使いになる方は、いつでも見られる所に大切に保管し、移設・修理の時は、工事をされる

　方にお渡しください。

■設置する機器が使用するガスの種類（ガスグループ）に適合していることを銘

　板で確認する

確認

ガスの確認

■絶対に改造・分解は行わない

設置工事で必要なところ以外は絶対に改造・分解は行わないでください。

一酸化炭素中毒のおそれがあります。また、火災の原因になるおそれがあります。
分解禁止

分解禁止

警告

注意

設置前のご注意

■設置工事は必ず、この「設置工事説明書」と「ガス機器の設置基準および実務

　指針」（日本ガス機器検査協会刊）に従う

■この機器を安全に正しくご使用いただくために、この「設置工事説明書」をよ

　く読み指定された工事を行う

■ガス配管・接続工事の中には、有資格者の実施を義務付けられているものが

　ありますのでＬＰガス業者にご依頼下さい。接続に必要な部品は付属して

　おりませんのでＬＰガス業者に相談の上お客様でご準備下さい。

変則的な設置工事をすると事故や火災の原因となります。

山岡金属工業株式会社
００．００－００００００

例：ＬＰガスの場合

ガス消費量
ＬＰガス用

屋外式

品番：ＴＲ－２０１７Ｒ

形式名：ＴＲ－２０１７Ｒ

６．３０ｋＷ

合っていない場合そのまま使用すると火災や不完全

燃焼により、一酸化炭素中毒になったり、爆発着火

で火傷したりすることがあります。また故障の原因

にもなります。

銘板はボンベケースの注意シールに貼ってあります。
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設置前のご注意

■設置するときは可燃物との距離を確実に離す

■設置するときは、下記の項目に注意してください可燃物との

距離を

確実にとる

■軒下や強い風の吹き込む場所は避ける

風で吹き消されたり、火災になることがあります。

禁止

■屋内には絶対に設置しない

この機器は屋外用です。屋内に設置しますと過熱・異常燃焼による焼損や火災の原因に

なります。
禁止

注意

◇ 常時外気に面し、自然換気が十分に行なわれる屋外

　 に設置する。

◇ 枯れ葉や燃えやすい物が飛んで来るおそれのある場

　 所強い風の吹き込むおそれのある場所等はさけます。

◇ 傾斜のない、平坦で安定した場所に設置する。

◇ 設置場所を決めるときは、お客様とよく相談する。

◇ 車輌・船舶には設置しない。

◇ 機器のまわりや上に、スプレー缶・プラスチック・

　 油紙類を置かない。

◇ 棚の下など落下物の危険のあるところには設置しな

　 い。

設置や移動の際、壁など可燃性の部分から離し、右図

寸法(傘からの寸法)を守って設置してください。

以上

以上

１００ｃｍ

１００ｃｍ

以上

１００ｃｍ
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開梱

ネジ（３ヶ所）

燃焼ユニット固定用
（外周６ヶ所）

開梱の方法とご注意

附属品の確認

１個ガラス管

付属品の場所 形　状附属品名
 ﾎﾞﾝﾍﾞｹｰｽ

地面固定用

ボンベケー

　スの鍵

・　各梱包の梱包部品、附属品は以下のようになっております。

・　各部品の脱落、破損等及び付属部品の欠品が無いか確認

カムロック用鍵 １個

平 座 金

バ ネ 座 金

六角棒スパナ

プラグボルト Ｍ10

平座金 10、バネ座金 10 ４組

取扱い説明書

アンカー固定用型紙 各１個

　２個
（予備）

燃焼ユニッ

ト取付用

６個

６個

６個

１個

六角穴付

ボタンボルト

②ボンベケースユニット

操作燃焼部のがたつき
ネジのゆるみ確認

①燃焼ユニット

① 燃焼ユニット
　 の梱包

ガスユニット

メンテ用

　センサー
　ファスナー
（柵抜け止用）

燃焼ユニット
下から見た図

・　開梱及び組立作業は、２人以上で行ってください。
・　梱包箱は、燃焼ユニット、ボンベケースユニットに分かれています。
・　ボンベケースユニットは約３９ｋｇ、燃焼ユニット約３１ｋｇになります。燃焼ユニット
　　には燃焼部も取付いており立てた状態で置けませんので、箱から取り出す時は二人以上で
　　組立前に行ってください。
・　燃焼ユニットケースには割物のガラス管も同梱されていますので丁寧にお取扱いください。
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・平らで丈夫な場所に設置してください。
・配管にてガス供給する場合は必ず固定してください。
・万が一転倒するおそれのある場合は、安全のため、付属のアンカーボルトで固定
　するか、又、アンカーボルトで固定できない場合は、補助プレート（１ｍ×１ｍ
　の鉄板、別売品）に固定設置してください。

設置上の注意

凸凹のある不安定な床面上に設置する場合は、振動等で火が消える場合があります。

ボンベケース内のおもりを取り除き、補助

プレートに固定する。

固定後は、おもりと中フタを元に戻す。

固定後のネジ部横断面

皿ボルト

板

平座金

六角ナット

バネ座金

ボンベケース

〈補助プレートに固定設置する場合〉

ねじ（３ヶ所）
中フタ

ウェイト
（おもり）

３．上記手順で打ち込んだプラグに、
　　ボンベケースを平座金、バネ座金
　　六角ボルトで固定する。

２．ねじ（３ヶ所）を取外して中フタ
　　とおもりを取り除き、ボンベケー
　　スを設置する。

４．おもりと中フタを元に戻す。

平座金（４ヶ所） バネ座金（４ヶ所）

六角ボルト（４ヶ所）

平座金、バネ座金をはめ、ボルトを締め
付けるとナットの接着剤がはずれて外筒
が固定します。

〈アンカーボルトで固定する方法〉

１．付属のアンカーボルト打込み用型紙を用いて、所定の位置（４ヶ所）にドリルで穴開け、

　　プラグボルトを打ち込む。

プラグボルト打込み方法
②プラグを差し込み穴の中に
　固定する。

　①ドリル等で対象面に直角で、アンカーの
　　埋め込み深さ５０mmより５mm以上深く穴
　　開けして下さい。(適合ドリルφ１８mm)

機器の設置

■　ボンベケースユニットの設置について
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機器の組立て

　①電池ケースフタを左へ回し取る。
　②単二乾電池を右図のように入れる。
　③電池ケースふたのＡと電池ケース本体のＢを
　　合わせ、ふたを押えながら右へカチッという
　　まで閉めてください。

４　乾電池を取付ける

ガラス管

柵

３　ガラス管と燃焼補助筒を取付ける

３・・・①

＋
－

単二乾電池

※乾電池入替方法
電池ケース本体

電池ケースふた

ガラス管受
ガスケット
（ガラス
　管緩衝用）

燃焼
補助筒

化粧管

３・・・③

３・・・②・１

３・・・②・２

１　組立前の準備
　・組立作業は２人以上で行ってください。
　・付属の６角棒スパナ又は対辺４の６角棒ドライバー等をご用意ください。

２　ボンベケースユニットに燃焼ユニットを取付ける

柵

センサー
ファスナー

平座金

バネ座金

六角穴付
ボタンボルト

２・・・①　②　③

　①燃焼ユニットの柵（平形保護アミ）を取り外す
　　（柵は上部のセンサーファスナーを外して一旦上に上げて下側を手前に引く）
　②ボンベケースの側フタを前にして、燃焼ユニットのツマミ側を前にし
　　ボンベケースプレートのＬ金具６ヶ所をボンベケースの内側にはめる
　③６角穴付きボタンボルトＭ６で上ユニットを固定する

　①化粧管を上げて燃焼補助筒が取れない事を確認する。
　②ガラス管を上部プレートＡの穴に差し込んでからガラス管受けにガラス管をゆっくり置く
　　注意：ガラス管は割れ物です。取扱いには十分注意し手ください。ガラス管をそのままに
　　　　　して化粧管のみを動かして置く場合はゆっくり下ろしてください。落すように下ろ
　　　　　すとガラス管が割れます。
　③柵を取付けて、抜け止のセンサーファスナーを差し込む

上部プレートＡ

化粧管を
落とすとガラ
ス管が割れる
事があります

※注意

当てると
割れやすい

ボンベケース側フタ
（燃焼ユニットの
　ツマミをこちら
　側にして固定）

ツマミ

燃焼
ユニット

ガラス管
（端面は弱い
　ので注意し
　て下さい）



－１６－

ガス配管工事・ガス配管接続工事

確認

注意

■ガスボンベによりガス供給する場合

１）使用可能なガスボンベ

品　　番 使用可能なガスボンベ

１０ｋｇボンベまたは、それ以下のボンベ

⑤ シール剤塗布

⑦ Ｒ１/２

⑧ 接続口

⑨ レギュレーター

⑩ ボンベ

接続事例

■ガス配管工事、ガス接続工事の中には、有資格者の実施を義務付けられて

　いるものがありますのでＬＰガス販売業者にご依頼下さい。

　接続に必要な部品は、付属しておりませんのでＬＰガス販売業者に相談の上、

　お客様で準備してください。

　ガス供給を開始する際に、ＬＰガス販売業者による調査と注意事項の説明を

　受けて下さい。

２）ガス接続方法

　　ガス配管、接続の一例を記載します。

①機器側のガス接続口に、ＬＰＧ燃焼用鋼線入

　ホースのＴＵねじのＴＵねじ側を手でねじ込む。

②手で締まらなくなったら、ガス接続口とホース側の

　ＴＵねじの六角面にスパナを掛け、締め込む。

③ホースの継手金具のねじ部に、耐ガス性不乾性

　シール材を塗布する。

④シール材を塗布した継手金具を、ボンベ側の

　接続口のテーパーめねじに手でねじ込む。

⑤手で締まらなくなったら、接続口と継手金具の

　六角面にスパナを掛け、締め込む。

３）ガスボンベの交換方法

　お客様によるボンベ交換は可能ですが、安全上ＬＰガス

　の業者による交換が望ましいので、ＬＰガス販売業者に

　ご相談下さい。

４）ガスボンベの保管方法

　お客様が予備のボンベを保管することは認められていますが、直射日光・火気を避け風通し

　の良い屋外に保管する。（４０℃以下を保つ）等、が求められておりますのでＬＰガス販売

　業者にご相談下さい。

① メインパイプ

③ 継手金具付燃焼
　 機器用ホース

④ Ｒｃ１/２

② ガス接続口
 Ｒ１/２

ＴＲ－２０１７Ｒ

⑥ 継手金具



－１７－

ガス配管工事・ガス配管接続工事

設置工事後の点検・確認

正しく設置・工事されていることを確認してから次の要領で試運転を行って下さい。

・　必ず取扱い説明書の保証書に必用事項を記入のうえ、保証内容を説明して下さい。

・　必ず取扱説明書によって機器の取扱いを説明して下さい。

・　試運転終了後は消火し、ガスの元栓を閉じてください。

■　試運転終了後の処置

■　お客様への説明

・　この取扱説明書・設置工事説明書は転居及び設置場所を変更される際に必要とな

　　りますのでお客様に渡して保管してくださるようお願いして下さい。

・　取扱説明書に基づき、試運転を行って下さい。

■　試運転

■設置工事が終わりましたら次の各項をもう一度確認して下さい。

・使用するガス種に適合しているか。（銘板確認）

・可燃物との離隔距離、機器の上や周囲には燃えやすい物がないか。

・水平に設置されているか、ガタツキはないか。

・ガス漏れはないか。

・部品の不足はないか。また正しくセットされていか。

・上部プレート、燃焼部、ボンベケースの取付でねじの締め忘れ等はないか。また、ガラス管に

　ひび割れ等及び垂直に取付られているか。

・　正常に燃焼しているか確認して下さい。

　※　着火直後に煙が出る事がありますが異常ではございません。加工上金属に付着している

　　　油脂分が焼けて発生しているのですぐにおさまります。　　

　※　燃焼中は周辺の金属部分が温度上昇し熱膨張します。そして消火後は収縮します。

　　　その時に金属音がする場合がありますが異常ではございません。

点火及び試運転

■配管によりガス供給する場合の注意点

１）防火上の措置（Ｐ２の可燃物からの離隔距離の確保）を図って下さい。

２）機器をＰ１４のアンカーボルトで固定する場合の要領で必ず固定して下さい。

３) 機器までの配管は、ＬＰガス販売業者に依頼してください。

４）機器の手前に端末（ガス栓）を取り付けることが望ましい。
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